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日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第　８号　上毛町上毛町税条例の一部を改正する条例について
日程第　３　議案第　９号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
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日程第　９　議案第１５号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
日程第１０　議案第１６号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算
日程第１１　議案第１７号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算
日程第１２　議案第１８号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計予算
日程第１３　議案第１９号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算
日程第１４　議案第２０号　町道路線の変更について
日程第１５　議案第２１号　町道路線の認定について

日程第１６　発議第　１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）

日程第１７　発議第　２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）

日程第１８　発議第　３号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議

日程第１９　発議第　４号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例について

日程第２０　同意第　１号　上毛町副町長の選任について

日程第２１　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
日程第２２　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して着席願います。
　ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達しております。
　９番　古野議員より欠席の申し出を受けておりますので、御報告いたします。

　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので、御確認ください。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、３月４日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案に対して、各常任委員長に審査状況の報告をお願いします。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告をいたしますので、議事日程の順は、配付した資料と異なりますので御了解ください。

　各委員長報告終了後、討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　委員会付託案件の審議が全て終了した後、本日、町長及び議員より提出された追加議案の審議を行います。追加議案は、本日、審議する議案のため、趣旨説明、提案理由の説明に引き続き、議案内容の説明を受け、質疑、討論、採決を行います。このことは議会運営委員会を開催していただき、答申をいただいておりますので、報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、説明員としてお手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席をしていただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）これから、各常任委員長から委員会に付託された案件の審査状況の報告を受けます。
───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第４、議案第１０号　上毛町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について、日程第７、議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第８、議案第１４号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第９、議案第１５号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１２、議案第１８号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第１３、議案第１９号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、以上６件を議題といたします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。

　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は３月１０日、議会中小会議室において、欠席の申し出のあった古野委員を除く、文教厚生常任委員５名と町長以下、執行部の出席をもって午前９時２分開会、１１時４９分に閉会されました。

　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案１件、予算案５件の合計６件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第１０号　上毛町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について。最初に担当課長より説明を求めました。地域の自主性、及び自立性を高めるための改革、第３次一括法の推進を図るため社会教育法が改正されたことに伴い、社会教育委員の委嘱の基準は、文部科学省令で定めた基準を参酌するものと改正されているので、それらを準拠するため、社会教育委員の委嘱基準等を規定する必要があるため、関係条例を変更するとの説明でした。
　質疑なし。
　討論なし。

　全会一致で可決することに決しました。
　議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算（所管分）について。最初に、総務課長に総括説明を求めました。歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ４３億６,３００万円とする。債務負担行為ですが、道の駅しんよしとみ指定管理料、土木積算システムリース料、橋梁点検システム使用料等々、お願いをしている。地方債ですが、臨時財政対策債１億６,１００万をお願いする。平成２６年度予算編成に当たり、基本方針として、２４年度の決算に基づく経常収支比率は８１.１％と前年度より２.６％改善。これは法人、町民税を中心にした町税の増収、行財政改革による歳出削減が要因である。財政力指数は２.５と依然として市町村平均０.５を大きく下回っている。

　財政健全化指数は、町債の減少と基金の増額により、将来負担比率の改善が図られ良好であるが、依然、依存財源により成り立っている本町の脆弱な財政構造を直視すれば、引き続き持続可能で安定的な財政基盤の確立に向け、着実かつ不断の行政改革に取り組んでいく必要があると強く認識していると説明され、所管外の説明を受けました。
　総括説明の質疑として、予算編成基本方針の中で、法人町民税の増収が見込まれるとあったが、どのような要因か。
　答弁。自動車関連企業の税収が見込まれるということです。
　農業分野で、町長は公約の中で、費用対効果を検討し６次産業を推進と言われていたが、予算編成の中でどういうところを６次産業として推進しようとしているのか。
　答弁。まず、連携をしてやっていくことで、産業や企画の連携、道の駅や大平楽のタイアップなど、様々な分野の連携を図っていくことを目玉として考えているとのことでした。

　質疑。臨時財政対策債は、国では前年度の９.９％減、町は１９.５８％と大幅な減額です。予算は１億６,１００万ですが、限度額は幾らになるのか。
　答弁。９月の算定時期が来ていませんので、現在ではわかりません。

　続きまして、所管課長より説明を受けました。説明に対する質疑として、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の国民健康保険特別会計繰出金ですが、一人当たり医療費が安くなると見込んで減額したのか。どれくらいの試算をしているのか。
　答弁。これは一人当たりの医療費を見込んで試算したものではなく、基金活用より一定の基金の積み増しができたため、一般財源の基本的な拠出の抑制を図るという観点で基金を活用したものです。

　質疑。ここ最近、一人当たり医療費が減額していると思うが、２６年度もそういう状況を見込んでいるのか。
　答弁。もともと一人当たりとして４０万円を超えていたものが、２４年度は２万円ほど減少している。２５年度は再度、緩やかな増加傾向にある。２３年度のピークまでは戻らない状況と思うが、若干伸びている状況であると。

　質疑。介護予防サロンの普及事業委託の８５万円ですが、２５年度は１６地区と思うが、今年度は何地区になるのか。
　答弁。２５年度活動しているグループは１８団体あります。今のところ、二、三団体増える予定です。

　質疑。西吉富保育所の解体後は、どのように考えているのか。
　答弁。跡地の活用は現時点で考えていません。

　質疑。児童福祉施設費の体操教室委託料６４万８,０００円ですが、園児にどのような運動をさせるのか。
　答弁。ボール遊び、マット運動、鉄棒、マラソンなど、専門家が来て園児に運動させるということです。ほかにもあるかもしれませんが、概ねそういうことです。

　質疑。保健衛生費、予防費の肺炎球菌ワクチンの補助ですが、１回受けたらどのくらいの間隔になるのか。
　答弁。このワクチンは１回の接種で効果が５年あります。５年以内は再接種しないほうがよいだろうとも言われています。本町では来年度から再接種できる方が予想されるため、２回目も同様に補助するということになります。
　質疑。環境衛生費の太陽光発電システム設置補助ですが、対象の２,７００世帯から設置した数を引いた残りの数の１割となるのではないか。
　答弁。この事業は２１年度から始めたということで、２４年度設置目標を決めようということから、２４年度から２５、２６年度にかけて、２,７００軒の世帯の１割を目指そうということになりました。

　質疑。指定ごみ袋ですが、消費税が上がるので価格が動いたのか。昨年と比較して上がっていないのは可燃ごみのミニとビンの大で、後は上がっているようだが。
　答弁。業者に見積もりをとったとき、４月から８％になるわけですが、消費税だけに絡んでこれを値上げするようなことではありません。それぞれの袋をつくる費用に消費税を加えて、見積もり価格が決まったということです。
　質疑。教育費の中学校費ですが、修繕費の１５０万円で屋上防水対策との説明だったが、屋上にはソーラーを設置するときに１回きれいにしたと思うが、どういうことか。
　答弁。屋上と申しましたが、最上部ではなく、前の出っ張っている部分の昇降口の部分で、太陽光を設置した部分ではありません。

　以上の質疑の中、反対討論あり。

　採決で、起立多数で可決をいたしました。

　議案第１４号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計。担当課長に説明を求め、質疑を行いました。予算総額１０億３,６０６万４,０００円。前年度対比で０.６％、６１２万８,０００円の減です。
　説明に対する質疑として、滞納世帯数、短期被保険者証の数は幾らか。２５年度はいずれも５８であった。
　答弁。短期保険者証は、ほぼ変わりはありません。滞納者数は、税のほうで把握していません。
　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決をいたしました。

　議案第１５号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算。担当課長より説明を受け質疑を行いました。予算総額１億３,２４６万１,０００円。前年対比１.５％、２０５万３,０００円の減です。

　説明に対する質疑として、滞納世帯数、特別徴収と普通徴収の世帯数は幾らか。
　答弁。常時１４から１５名の滞納があります。悪質なものではありません。短期保険者証で対応の方が９名あります。対象者が１,４００名程度で、特別徴収が９００名以上あり、残りが普通徴収だと思います。
　普通徴収の徴収率は大体、幾らか。
　答弁。９９％前後であったと思います。管内では良好なほうです。

　以上の結果、討論で反対討論あり。

　採決、起立多数で可決をいたしました。

　議案第１８号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計予算について。担当課長より説明を求め質疑に入りました。予算総額１,２３２万８,０００円、７７万９,０００円の減です。
　質疑なし。

　討論なし。

　全会一致で可決しました。

　議案第１９号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算。担当課長より説明を求め質疑に入りました。予算総額は７万５,０００円です。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決いたしました。

　以上で、文教厚生常任委員会の報告を終わります。

○議長（大山　晃君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。

　三田委員長、ありがとうございました。

　これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）日程第２、議案第８号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第９号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第１１号　上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例の制定について、日程第６、議案第１２号　指定管理者の指定について（道の駅しんよしとみ）、日程第７、議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１０、議案第１６号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１１、議案第１７号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第１４、議案第２０号　町道路線の変更について、日程第１５、議案第２１号　町道路線の認定について、日程第１６、発議第１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）、日程第１７、発議第２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）、日程第１８、発議第３号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議、以上１２件を議題とします。

　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は３月１１日、議会中小会議室において、常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５４分開会、午後５時５分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案３件、予算案３件、その他３件と、議員から提出された発議３件の計１２件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。
　議案第８号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、税務課長より説明がありました。地方税法施行令を一部改正する政令が公布されたことに伴って、これに準じて税条例の一部を改正するものである。特には、個人住民税の公的年金からの特別徴収制度の見直しで、年間徴収税額の平準化を図るためである。
　質疑。この条例改正に伴って、上毛町民に恩恵をこうむることが多いのか。

　答弁。特別徴収につきましては、年ごとに変動が大きい場合があったため、納税者の見込みが立たない場合もありましたが、この制度になりますと、安定した税額が見込めるものです。
　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第９号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、税務課長より説明がありました。地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴って、これに準じて、国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じたものである。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１１号　上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例の制定について、企画情報課長より説明がありました。上毛町らしい交流、暮らし、仕事のあり方を主題に、地域が抱える課題解決と、持続可能な地域活性化に向けた定住促進施策の研究を行う拠点として、サロンを設置するための条例制定である。位置は有田地区の古民家で、条文内容や事業構想についても、資料により詳しく説明がありました。
　質疑。事業を通して定住促進を図るのか。
　答弁。田舎暮らし研究村構想がありまして、研究サロンが定住施策のシンボルとして、町外からの人材にここで体験してもらい、気に入れば定住をしてもらうという方法をとりたい。

　質疑。行政として、その施設の提供になるのか。

　答弁。地域づくり協力隊の隊員が、町外の方に対する町の紹介、仕事の紹介などを行い、このサロンを交流の場、そのための研究の場として活用したい。
　質疑。この施設の運営管理はどこが行うのか。

　答弁。直営で考えている。

　質疑。どの省から予算が出ているのか。
　答弁。総務省から３年間、一人当たり４００万円が特別交付金に入ります。

　質疑。また期間を終えれば、町単独でやるのか。

　答弁。基本は所得のないところに定住はないと考えるので、３年間のうちに定住がかなうように援助していきたい。

　質疑。すばらしい構想と思うが、地元の人との交流はできているのか。

　答弁。住民の方にはまだ知らない方も多いかもしれないが、町の広報紙で知らせています。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１２号　指定管理者の指定について、企画情報課長より説明がありました。平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日まで、しんよしとみ街づくり有限会社を指定管理者とするためである。

　質疑。資本金、余剰金は幾らあるのか。また、今の駅長の名前は。

　答弁。資本金は２,０５０万円で、余剰金は２４６万２,９３５円です。また、今の駅長の名前は、金光駅長です。

　質疑。出荷組合の組合長の名前は。

　答弁。三田敏和氏です。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。なお、出荷組合長である三田議員の出席を求め、意見聴取したことを申し添えます。

　議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算（所管分）。最初に総務課長より総括説明がありました。

　総括説明に対する質疑として、近年の児童数の減に伴い、これに対する教育費の予算の中の中学校の推移は、どう感じられているのか。
　答弁。ハード面の整備などで、年度ごとに大きな差異があり、学校費について一概に増減については図れないものがありますが、町長の言われる、教育施策の充実という部分で、十分図っていると認識しています。

　質疑。児童一人当たりの教育費、学校費の財政負担額は減っているのではないかと思うが、全体として、財政負担が減っていないのは、学校施設、関連施設の保全などの問題で、恐らく経費削減に必要な見直しができていないのではないか。

　答弁。ハード面の設備関係の経費は、年々増えております。エアコンの設置や、プールなど、施設の老朽に伴う修繕など、そうしたものを将来的にどう考えていくのかというところを、担当課で立てる方針を精査しながら、節減できるものは節減していきたいと考えています。

　質疑。地方債における臨時財政対策債ですが、これは政府の財政融資資金しか利用できないのか、地方公共団体とか、いろいろな資金は利用できないのか。

　答弁。地方資金のほうで割り当てられています。政府資金ですので、指定されたものしかできないということです。

　次に、担当課長より、議会、総務、企画、総合窓口、税務、産業、建設の順で説明がありました。

　歳出に対する質疑。議会費で、郡議長会への負担金は、県議長会に納める負担金も含まれているが、それは幾らか。

　答弁。２６年度では、上毛町を含めた築上郡３町から郡議長会へ２３０万円集めて、郡議長会より県の議長会に１２９万３,０００円が納付されています。

　質疑。地方交付税の基準財政需要額の算定で、議員報酬などはどう算定しているのか。

　答弁。議員に限っての項目はありません。

　質疑。自治会長が自治会の制度を知るために、自治会設置条例などの関係規定を周知していますか。また、報酬についても周知して差しつかえないのではないか。

　答弁。毎年、自治会長会の際に、関係規定は配付していますが、報酬については配付していません。報酬の規定の配付については、今後、検討いたします。

　質疑。臨時職員と嘱託職員の処遇の違いはどうか。

　答弁。嘱託職員は１年間の雇用であり、金額も違いますし、専門的な知識や技術等を有しているということで雇い入れた方はあります。臨時職員については、単純な事務、労務を日額等で雇い入れた方になります。
　質疑。町の公用車の車検代ですが、現在、公用車は何台あるか。また、リース契約などによる経費の比較検討をされているか。

　答弁。公用車はそれぞれの所管で使用、管理されていますが、マイクロバスも含め、全部で４１台です。このうち、リースは４台です。査定等の段階で、補助金を含む事業の内容により、いずれが効果的か、十分検討しております。

　質疑。企画費の空き家改修助成の４件と、定住促進補助金の３０件の、件数の積算根拠は。

　答弁。空き家改修助成の４軒は昨年の据え置きで、実績として３件でありました。また、定住促進補助金の３０件は、分譲地の売り上げを見込んだもので、売れ行きがよければ補正も考えられます。

　質疑。ゆいきららの指定管理ですが、２６年度が３年間の最終年ということで、今のやり方で、２６年度で町から助成金が終わり、２７年度以降の自主運営が十分、可能かどうか。
　答弁。２６年度より、総務課所管になるということで、３年間の指定管理料については、議会において様々な御意見をお聞きし、基本的には３年間で打ち切りと考えております。１２５万円の指定管理料を払わないために、どうすればよいのか。その分、収益を上げていただきたい。要するに２５０万円ほどの事業展開をするような、事業の計画を、２６年度においてつくってもらいたいと考えます。なお、かつそれでできない場合は、どうするかということが後の議論になります。
　質疑。農業振興費のリースハウスの事業ですが、八ツ並と土佐井の両方とも、農協に委託しているのか。
　答弁。利用権の設定が農地保有合理化事業でしておりますので、農協さんに経理をお願いしております。今の状況をいいますと、八ツ並に１７棟あり、１０棟入植者があります。来年の７月以降、新たに６棟借りていただくという、ありがたい状況です。八ツ並については、今後、有効利用ができると考えています。土佐井については、ことしの３月３１日で利用権の期間が終了します。地権者から、農地として返してほしいという申し出もあり、農地としてお返しするということで進めさせていただきたいと思います。
　質疑。アンテナショップ出店委託料で、２６０万円の委託料の事業状況はどうか。
　答弁。指定管理者でありますエイトさんに委託して、昨年の６月から２月までに３８回の開設をしております。売り上げは６７０万円で、売り上げの１０％は場所代として家主さんに納め、残る６１０万円で経営的に経理しておりますが、町に売り上げの幾らか戻るというものではありません。売り上げの１５％はエイトさんに入り、後は出荷者の手取りがどうかしたということで、町はこうした支援をしているところであります。
　質疑。林業総務費の町有林管理業務委託の１,０００万円、委託予定先と業務内容と価格の根拠は。

　答弁。委託先が随意契約により、豊築森林組合とみやこ森林組合の見積もりの安価のほうになります。内容は、搬出の間伐が１０ヘクタール、作業道の開設２,０００メーター、除伐１.１ヘクタール、保育間伐が２.３ヘクタール、枝打ち２.４ヘクタールです。また、積算には県の単価があり、我々が積算を算出しております。
　質疑。商工費、商工会への補助金の５４０万円の積算根拠は。

　答弁。上毛町商工会補助金交付規定に基づいて申請をいただき、その事業内容等を積算して交付しているということであります。

　歳入に対する質疑なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１６号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算。建設課長の説明がありました。

　質疑。配水管をひくときの個人の負担が大きいが、これに対応するために資金調達の方法はないか。

　答弁。以前は団体で借りる手段がありましたが、現在では個人個人ということで、そうした制度はないものと認識しておりますが、調べてみたいと思います。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第１７号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。建設課長の説明がありました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２０号　町道路線の変更について。建設課長の説明がありました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２１号　町道路線の認定について。建設課長の説明がありました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）。提出議員より補足説明がありました。

　質疑。原発即時中止というより、まず代替エネルギーを確保し、順次減らしていこうという政府の意見に対し、日本経済の動向を踏まえ、デフレからの脱却を抜けつつあるこのときに、即時原発廃止は、経済の発展に水を差すのではないかと考えられていますが、どうですか。

　答弁。日本の原発は４８基あり、現時点で全てとまっている。ことしの冬で３回目です。余力は別として、電力は足りているわけです。中期、長期の計画も必要でしょうが、自然エネルギーでは風力など技術的な課題も解消しつつありますし、進歩しています。再稼働の予算があれば、廃炉のための予算は必要ですが、自然エネルギーに移行すべきだと考えます。その他、多くの質疑のやりとりがありました。
　討論なし。
　採決の結果、賛成、反対同数のため、委員長の採決により、採択に決しました。

　発議第２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）。提出議員より補足説明がありました。

　質疑。業者から見て、料金の一部免除のやり方は実際どのようになるのか、技術的にも可能なのか。

　答弁。ＥＴＣですから、個別に利用者の車両出入りの時間とあわせて認識しますので、技術的には可能ではないかと考えます。全国的には、周遊割引きの例もあります。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第３号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議。
　質疑、討論なし。
　採決の結果、全会一致で採択されました。
　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。
○議長（大山　晃君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。

　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

　安元委員長、ありがとうございました。

───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第８号　上毛町上毛町税条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第８号は反対の立場から討論いたします。
　年金生活者の特別徴収の方に対しては、年金より天引きという税徴収の手法が採用さているので、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第８号　上毛町税条例の一部を改正する条例については、原案どおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第３、議案第９号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第９号　上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例については、原案どおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第４、議案第１０号　上毛町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１０号　上毛町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第５、議案第１１号　上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例の制定についてを議題とします。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１１号　上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第６、議案第１２号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１２号　指定管理者の指定について（道の駅「しんよしとみ」）については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第７、議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１３号は反対の立場から討論いたします。
　町長の公約の中に、介護予防を推進し、高齢者の在宅生活を支援することが掲げられていました。しかし、本年度の予算編成主要施策の中に、高齢化対策が除かれています。憲法違反の自衛隊に、築城基地協賛会負担金を計上しています。同和行政は、法の失効にもかかわらず続けています。直ちに中止すべきであります。給食調理業務について、小学校給食は食育という教育の一環であるから、請負業者に調理させることは、好ましい状況とはいえません。給食調理業務の民間委託は業務を合理化一辺倒で推し進めたものであります。以上の理由から、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第１３号　平成２６年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第８、議案第１４号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１４号は反対の立場から討論いたします。
　国保の加入者のほとんどの方は、国保税の負担が高いと言っています。国は１９８４年まで、医療費の４８％を負担していたが、医療給付費の５０％にして医療費ベースでの負担割合を引き下げています。国の国民健康保険の運営のあり方に問題があるから、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第１４号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第９、議案第１５号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、議案第１５号は反対の立場から討論いたします。
　後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離して差別医療を押しつけるものであり、また平成２６年度、２７年度は、前期に比べ賦課限度額を引き上げているので、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（大山　晃君）起立多数。よって、議案第１５号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１０、議案第１６号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１６号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１１、議案第１７号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１７号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１２、議案第１８号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計予算。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１８号　平成２６年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１３、議案第１９号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第１９号　平成２６年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１４、議案第２０号　町道路線の変更についてを議題とします。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第２０号　町道路線の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１５、議案第２１号　町道路線の認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）

○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第２１号　町道路線の認定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１６、発議第１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）本意見書案は、表現こそありませんが、原発の即時全廃という考え方から提出されたということでありますから、私は意見書案に反対の立場より討論いたします。

　東北大震災とともに、福島原発事故の衝撃と悲しみは、国民全体が共通認識しているところであります。そして、多くの国民が原発の危険性は感じつつも、原発は長期的には順次廃止していくべきとの意見も事実であります。つまり、国民生活の安定、経済活動の向上とともに、政府が推進中でありますアベノミクスを実現する上においても、即時原発廃止という意見は、非現実的であると考えます。

　住民、国民の生命、財産を守るという保障は、その日々の生活の安定という裏づけがあって初めて説得力があるものと考えます。代替エネルギーの育成とともに、７年後の東京オリンピックに向けて、経済界の設備投資、エネルギー需要の急増も視野に入れねばなりません。再稼働については、世界一厳しい規制基準を設けているという点、また将来、原発の全廃に向かって、代替エネルギーの早期育成を図っているという政府の考え方は妥当だと考えます。よって、このような観点より、私はこの意見書案に反対するものであります。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）私は賛成の立場から討論します。

　２０１１年３月１１日、午後２時４６分、東日本地方に地震が発生し、津波による大災害で多くの人命や財産を失ってしまいました。同時に、我が国における原子力の安全神話も吹っ飛んでしまいました。人間がつくったものが人間の手に負えないという、大変な問題であります。発生から満３カ年が経過しましたが、放射能汚染により、我が家に帰ることができない人たちがたくさんいます。いつ帰ることができるのかもわからない状態で、仮設住宅での生活を余儀なくされています。
　また、除染作業が進んでいる一部の地域においても、実質的に帰ることができると規制が解除されても、怖くて帰れないという人たちもいます。さらには、除染作業に従事している人たちの１万５,０００人が被ばくしていることが分かったとの報道もありました。
　政府は現在、全国にある４８基の原子力発電所を、原子力規制委員会の判定が出れば再稼働を認めることになっています。私たちは、遠く離れた九州の地にいて、深刻に考える度合いが薄いのではないでしょうか。福島の人は言っています。人間も地域も変わってしまったと。いや、変えられてしまったということになるのでしょう。あのような惨事は、我々のところには絶対にないという保障はありません。いつ起こるかわかりません。絶対安全の保障はないのです。
　全国の４５５の地方自治体からも、政府に意見書提出がなされています。我々ができる唯一の意思表示が、法律によって認められている意見書提出であります。住民の生命、財産を守るため、議員各位の賛同をお願いして討論といたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、発議第１号　玄海・伊方原発再稼働の反対を求める意見書（案）は、原案のとおり採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１７、発議第２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

　三田議員。

○６番（三田敏和君）私は、発議第２号は賛成の立場から討論いたします。

　東九州自動車道は、間もなく行橋まで開通をいたします。私は本日、東九州自動車道の一部を通りましたが、来年度、行橋宇佐間が開通予定で、これが開通すれば、非常にすばらしいものになると感じております。京築２３キロにおいて６カ所のインターということで、非常に狭い区間でインターがあるということで、どこにもないような状況の中で、この間で自由に乗り降りできれば、利便性は数段と向上すると考えております。
　私は、大平楽をＰＡに取り込んでという提案をした一人でもありますし、ぜひこの案に同意していただいて、採択されますようにお願い申し上げまして、賛成討論といたします。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、発議第２号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する意見書（案）は、原案を採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第１８、発議第３号　東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議、討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、発議第３号 東九州自動車道開通に伴う地域産業振興及び経済効果向上に関する決議は､原案のとおり採択することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）これから、本日追加案件の審議を行います。
　日程第１９、発議第４号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを議題とします。
　提出者の趣旨説明を求めます。

　安元議員。
○７番（安元慶彦君）発議の提出者として、発議第４号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例についてを御説明申し上げます。この議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び上毛町議会会議規則第１４条第２項の規定により提出をしております。
　このことにつきましては、執行部提出の議案と同様に、新たに子ども未来課を本町に設置することなどに伴い、議会では委員会条例において常任委員会の所管を定めておりますことから、条文中、第２条第１項第１号中の「総合窓口課」の削除や、同項第２号中の「健康福祉課」を「長寿福祉課」へ変更、また新たに「子ども未来課」を加えるなどの所要の改正を行うものであります。
　以上で、議案の趣旨説明を終わります。
○議長（大山　晃君）安元議員の趣旨説明に対する質疑はありませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、安元議員の説明に対する質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、発議第４号　上毛町議会委員会条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）日程第２０、同意第１号　上毛町副町長の選任についてを上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。
○町長（坪根秀介君）ただいま上程いただきました追加提案につきまして、提案理由を申し上げます。同意第１号　上毛町副町長の選任についてでありますが、私が町長として就任してはや４カ月が経過しますが、その間、町内外を問わず、どのような人材が適任であるか、慎重に検討を行ってまいりました。
　その上で、副町長につきましては、和を重んじ情熱があり、志は高いが物腰は低く、行財政に精通した者に限ると条件を定め、的を絞る中で、ようやく一人の候補者にたどりついたところでございます。私の補佐役として、今任和広氏を副町長として選任いたしたく、議会の同意をお願いするものであります。
　本来であれば、もっと早い段階での提案をすべきでございましたが、本人から内諾をいただいたのが当月初旬となりましたことに加え、新年度の行財政運営を行うに当たり、スピード感と連携をもってスタートを切るためには、一刻の猶予も許されないと判断いたし、本日、追加提案させていただいた次第であります。
　以上、御説明申し上げましたが、重要な案件でございます。議員各位におかれましては、ぜひ御理解をいただき、御同意くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。

　ただいま提案理由の説明がありました議案は、本日採決する議案ですので、提案理由に対する質疑は、議案内容の説明に対する質疑とあわせて行いますので、御了解ください。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは同意第１号につきましては、朗読によりまして説明にかえさせていただきます。
　同意第１号　上毛町副町長の選任について。上毛町副町長に、次の者を選任する。平成２６年３月１４日提出、上毛町長、坪根秀介。氏名、今任和広。生年月日、昭和○○年○月○日生まれ。住所、福岡市○○○○○○○○○○○○○。理由でございます。副町長として選任することについて、地方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。次のページに履歴書を添付しておりますので、御覧いただきたいと思います。以上でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）ただいま町長の提案理由の説明の中で、町内外を問わず、どのような人材が適任かを探したと言われました。町内外ですから、町内の方も当たられたと思うんですが、私は町内にも適任者がおると思うんですが、なぜ町内から選任されなかったのかお伺いいたします。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）町内外ということで、同時に探していたわけでございまして、町内よりも、この方のほうがすぐれていると判断をしたからでございます。
○議長（大山　晃君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）それでは、町内の方については、一人も本人とは接触せず、もう町外の方で探したということですか。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）接触はいたしておりませんが、十分に検討したつもりでございます。ただ、年齢的なこともありまして、町内で今から頑張ろうという私の年齢も含めて、ともに頑張っていこうということになりますと、皆さん、それ相応の仕事につかれておりますので、なかなか適任者がいなかったということでございます。

○議長（大山　晃君）茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）今度、県から迎えられる方は、副町長を４年されるのか、話では２年とかいうことも聞いていますけれども、４年されるのかどうかを伺います。
　それから、町内では年齢的なこともあると今、答弁されましたけれども、それなりの行政の経験者もおるし、人材も私はいると思うんです。そして、そういう方は小さいときから、この町に住んでいるから、町の隅々までわかっていると思うので、私はそういう方を選任すべきかなと思うんですが、そこらあたりはどのように判断されたのか、お伺いいたします。
○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）私からはちょっと事務的な面でございますので、任期の関係で答弁させていただきます。任期につきましては、皆さん御存じのとおり４年でございます。ただし、過去の例を見ますと、２年という場合もございました。以上です。
○議長（大山　晃君）ほかにございませんか。

　町長。
○町長（坪根秀介君）再度、お答えいたしますが、年齢的なことと言いましたのは、できれば、現役世代であってほしいということで考えていた次第でございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終わります。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、同意１号は反対いたします。町内にもすぐれた人材はおるわけです。町内の隅々まで知っている方のほうが、私は副町長として適任だと思いますので反対いたします。
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。
　賛成討論はありませんか。
　三田議員。

○６番（三田敏和君）私は、同意案第１号は賛成の立場から討論いたします。
　町長の職務は非常に激務であります。仕事の質の向上、さらなるスピード感をもって、業務に精励、町民のサービスが提供できますことを希望いたしまして、賛成の立場で討論いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり同意することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）
○議長（大山　晃君）起立多数。よって、同意第１号　上毛町副町長の選任については、原案のとおり同意することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（大山　晃君）ただいま同意されました同意第１号について、当事者に御挨拶を求めます。よって、暫時休憩をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時１６分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時１８分
○議長（大山　晃君）休憩前に引き続き会議を開きます。

　日程第２１、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）御異議なしと認め、したがって、委員長から申し出のあったとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）日程第２２、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（大山　晃君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、継続審査とすることに決定いたしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（大山　晃君）これで、本日の日程は全て終了いたしました。
　平成２６年第１回上毛町議会定例会を閉会いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時２１分
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